
VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 1251

皮膚科領域 にお けるNY-198の 臨床的検 討

堀 尾 澄 仁 ・尾 口 基 ・朝 田 康 夫

関西医科大学皮膚科学教室

新 しく開発 された ピ リドンカルボ ン酸系の経 口抗 菌剤 であ るNY-198に ついて臨床的検 討 を行 な

い,以 下の結果 を得た。

1) 皮膚感染症患者20例 に対 す るNY,198の 臨床効果 は有効率85%で あった。

細菌学的効果 は,分 離 された12株 中,消 失12株 であ り,菌 消失率 は100%を 示 した。

2) 本剤投 与に起 因する 自他覚的 な副作用 としては,20例 中,腹 痛 ・下痢1例,腹 部膨満 感 ・腹痛

1例 の計2例,臨 床検査値 異常 としては,GOT, GPTの 上昇 が1例 に認 め られ た。

NY-198は 北陸製薬株式会社で開発 された新経 口抗菌

剤で,Fig. 1に 示す化学構造式 を有す る。本剤は,嫌 気性

菌を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性 菌に対 して幅広 い抗

菌スペク トル と優れた抗 菌力を有 している1,2)。

本剤 は経 口投与 により,吸 収は良好 で,血 中濃度 は用

量依存的に上昇 し,血 中半減期は7～8時 間 と長 く3),各

組織移行 も良好で,投 与後24時 間 までに約70%2)が 未 変

化体のまま排泄され る。

今回,我 々は皮膚科領域 にお けるNY-198の 臨床的有

用性の検討 を行なう機会 を得 たので報告す る。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 対象 および方法

1) 投与対象

昭和61年9月 か ら昭和62年1月 に 当科 を受診 した皮

膚感染症患者20例(男13例,女7例)を 対象 と した。年

齢は17～82歳 体 重は43～95kgで あった。

感染症の内訳 は毛嚢 炎3例,〓11例,〓 腫症1例,爪

囲炎2例 二次感染3例,そ の重症度 は重症7例,中 等

症6例,軽 症7例 であった。

2) 投与 方法

NY-1981回100mg～200mgを1日2～3回 経 口投 与

した。投与量の設定は,疾 患の重症度 を加味 して行 なっ

た。1日 投与量の内訳 は400mg 12例, 600mg 7例, 400mg→

200mg 1例 であ り,1症 例 あた りの総投与量は1.2～7.2g

であった。 なお,本 剤投 与期 間中に他 の抗菌性薬剤の投

与は行 なっていない。

3) 効果 判定

細 菌性皮膚疾患 に対す る抗 菌剤 の有効 性の判定 は,投

与終了時(治 癒の場合 はその時点)の 全般改善度 を もと

に,病 期,病 勢,治 癒 までの期 間な どを考慮 に入 れて,

著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定 した。

また,投 薬前,投 薬中お よび投薬後 に可能 な限 り病巣

か ら細 菌の分離培養 を行 ない,細 菌学 的効果 を,消 失,

減少 または部分消失,不 変,菌 交代,不 明の5段 階で判

定 した。

II 結 果

1) 臨床効果

NY-198を 投 与 した20例 の治療 成績 をTable 1に 示

した。 また疾患別 の最 終全 般改 善度 をTable 2に 示 し

た。 この20例 に対す る最終 全般改善度は治癒13例,著 し

く改善4例,や や改善2例,不 変1例 で改善以上の有効

率 は85%で あった。

これ らを疾患別に検討す ると,毛 嚢炎3例,〓 腫症1

例,爪 囲 炎2例,二 次感染3例 につ いては有効率100%,

〓11例 については治癒5例,著 し く改善3例,や や改善

2例,不 変1例 で有効率72.7%で あった。

1日 投与量別の最 終全般 改善度 をTable 3に 示 した。

1日200mg×2回 投与12例 の有 効 率 は91.7%, 1日200
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Table 2. Final global improvement due to NY-198

Efficacy rate(%)=Cured+Remark+Moderate/No. of cases×100

Table 3. Final global improvement due to NY-198

Efficacyrate(%)=Cured+Remark+Moderate/No. of cases×100

Table 4. Bacteriological effect of NY-198

mg×3回 投 与7例 の有 効率 は71.4%で あ り1日200mg×

2回 投与 か ら100mg×2回 投 与に変更 した1例 は著 しく

改善であった。

2) 細菌学的効果

本剤の細 菌学的効 果 を検 討 した。Table 4に 示 すご と

く,臨 床検討20例 の うち,10例 の病 巣か ち投与 前 に,

Staphylococcus aureus 9株 Staphylococcus hominis

1株, Streptococcus agalactiae 2株 を分離 し得 た。また

上記分離株のMICをTable 1に示した。なお,本剤投

与の結果すべての分離菌が消失し,菌消失率100%と 高

値であった。

3) 副作用ならびに臨床検査値異常

NY-198を 投与した20例中2例 に副作用と思われる症

状が発現した。2例 とも胃腸症状で1例 は腹痛と下痢で,

投与後3日 目に発現したが投与中止により,速やかに消

失 した。他の1例 は200mg×3回 投与で開始 したが,2回

目内服後 腹部臓 満感 お よび腹痛 を来 た したため,1日

の投 与回数 を減 らし200mg×2回 投与で内服 を継続 した

が,腹 痛 は消失す るも腹部臓満感は持続 したので1回 量

を200mgよ り100mgに 減量 し,100mg×2回 投与で消失 し

た。

臨床検査値異 常については,NY-198の 投与前後に臨

床検査 を実施 した症例 のうち,1例 に本剤 との関連があ

るか,ま たは疑われ るGOT, GPTの 軽度上昇が見 られ

た(Table 5)。

III 考 按

1962年 に発見 されたナ リジクス酸(NA)を は じめ とす

るピリ ドンカルボ ン酸 系合成抗 菌剤 は,そ の後の発展に

よりピロ ミド酸(PA),さ らにはピペ ミ ド酸(PPA)と
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着実 にその抗菌 力を高めて きた。近年 に至 り,そ の抗 菌

力を飛躍 的に高めた新 キノロン抗菌剤 としてノルフ ロキ

サシン(NFLX),オ フロキサシ ン(OFLX),エ ノキサシ

ン(ENX)お よびシプ ロフ ロキサシ ン(CPFX)等 があ

る。

NY-198は キノ ロンカル ボン酸 を基本 骨格 に,1位 に

エチル基6位 および8位 にフ ッ素原子 ならびに7位 に

3-メ チル ピペ ラジノ基 を有 す る新 しい経 口用合 成抗 菌

剤である。本剤は殺菌的に作用し, S. aureus, Enterococ-

cus faecalis, Escherichia coli, Klebsiella,
Enterobacter, Proteus, Serratia, Pseudomonas

aeruginosa, Haemophilus influenzae, Neisseria

gonorrhoeae など,嫌気性菌を含むグラム陽性菌,グ ラ

ム陰性菌に対して広範囲な抗菌スペクトルと強い抗菌活

性を有し4),さらに種々の薬剤耐性菌に対しても優れた

抗菌力を有するとされている。また各種実験的マウス感

染症に対する感染防御効果では同系統の薬剤に比較して

優れていることが証明されている。そこで今回皮膚科領

域での本剤の有効性,安 全性について検討した。

皮膚感染症患者20例における最終全般改善度は,治癒

が65%,著 しく改善,改 善を加えると85%と なり高い治

癒率を示した。

また,本 剤の1日 投与量別の最終全般改善度を検討し

たところ,200mg×2回 投与群12例で有効率91.7%, 200

mg×3回 投与群で有効率71.4%で,2回 投与の方が有効

率が高い効果を示したが,3回 投与群が重症度が高く,

投与量と効果の関連性は症例数が少ないこともあり明確

ではない。

副作用が2例,臨 床検査値異常が1例 認められたが,

副作用出現例2例 は200mg×3回 投与で開始した症例で

200mg×2回 投与では全く認められなかったこと,ま た

GOT, GPTの 上昇も200mg×3回 投与の症例であるこ

とより,症例数は少ないが200mg×3回 投与群の方が発

現頻度が高いようである。第35回日本化学療法学会総会

の新薬シンポジウムにおいて,本剤の多くの臨床検討が

報 告 され たが2),消 化器症 状 は1日 投与量400mg投 与で

344例 中4例1.2%の 発現 に対 し,600mg投 与では1493例

中34例2.3%の 発現率であった。また,GOT・GPTの 上

昇 も400mg投 与では認め られず,600mg投 与では1493例 中

22例1.5%の 発現率 であ り,消化 器症状,GOT, GPT上

昇の発現 は,用 量依存性 を示唆 している と考え られる。

しか し本剤 の副作用,臨 床検 査値異常の発現頻度は,新

薬 シンポジウムの集計報告 によると,そ れぞれ3.46%と

3.53%で あ り2),従来のOFLX5), NFLX6)と 比べて も高

くな く,重 篤な副作用 も未だ発現 していない。

以上の結果 を総合 して,NY-198は 皮膚細菌感染症に

対 して,有 効かつ安全 な薬剤 と思われる。

文 献

1) HIROSE. T; E.OKEZAKI, H.KATO, Y. ITO, M.
1NOUE & S.MITSUHASHI: A new antimicrobial
agent of quinolone, NY-198. Program and
Abstracts of the 25th Interscience Conference on

Antimicrobial Agents and Chemotherapy 195,
Minneapolis, 1985

2) 第35回 日本 化 学 療 法 学 会 総会, 新 薬 シ ンポ ジウム

(3), NY-198。 盛 岡, 1987

3) NAKASHIMA. M, T. UEMATSU, Y. TAKIGUCHI, A.
MIZUNO, M.KANAMARU, A.Tsuji, S. KUBO, O.
NAGATA, E. OICEZAKI & Y.TAKAHARA: A new

quinolone, NY-198. Program and Abstracts of
the 26th Interscience Conference on Antimi-

crobial Agents and Chemotherapy 175, New
Orleans, 1986

4) 八木典幸, 桶崎英一, 小川信男, 越中栄一, 加藤日出

男, 伊藤安夫: 新規キノロンカルボン酸誘導体の合成

及 びその抗菌活性。日本薬学会 第105回講演要旨集

521, 金沢, 1985

5) 第30回 日本化学療法学会西日本支部総会, 新薬シンポ

ジウム, DL-8280, 1982

6) 第28回 日本化学療法学会総会, 新薬シンポジウム,

AM-715, 1980



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 1257

NY-198 IN DERMATOLOGY

SUMIHITO HORIO, MOTOI OGUCHI and YASUO ASADA

Department of Dermatology, Kansai Medical University, Osaka

We performed clinical studies on NY-198, a new synthetic antibacterial drug , and obtained the following
results.

1) In the treatment of 20 patients with skin infection, the clinical efficacy rate was 85%. All 12 strains of
isolkted organisms were eradicated, the eradication rate being 100%.

2) Side-effects were observed in 2 of the 20 patients, i. e., abdominal pain and diarrhea in 1 and abdominal

distension and abdominal pain in 1.

Abnormal laboratory findings were noted in 1 patient, i. e. elevation of GOT, GPT.


